
キエーロの上手な使い方
土 と 水 と お日 さ まと 風 と 生ゴミ が

あれば、 微生物が分解し てく れて

生ゴミ が消える！

置く 場所のポイ ント
・ 日あたり がよく

・ 風通し がよく

・ 生ゴミ を入れに行 く のが

 苦になら ない所に置く

家庭ゴミ の３ 割を占めている

と いわれる、 生ゴミ 。

生ゴミ はその約８ ０ ∼ ９ ０ %

が水分であり 、 処分には多く

のエネルギーを 必要と する。

キエーロを使えばゴミ が減る

よ∼ ♪
循環型社会を目指そう ！



1. 土 、 竹チッ プなどを７ ∼ ８ 分目 入れる。

2. スコ ッ プで20㎝く ら いの穴を掘り 、 生ゴミ を入れる。

3. 生ゴミ と 土をよく 混ぜる。

   土 と ふれあう こ と で、 分解が進む。 水気が足 り ない時は、 水分補給。

4. かわいた土をかぶせる。

   表面の土がかわいていると 、 臭いを 防ぎ、 虫 も わき にく い。

   前に埋めた所も 、 空気を入れるよう に混ぜると よい。

畑や花だんに堆肥を使う
分解するまで、 夏は３ ~５ 日 冬は１ ０ 日 ~２ 週間

夏は約１ ヶ月で堆肥ができ る。

◦ ２ 台あれば交互に１ ヶ月寝かせる。

◦ １ 台を半分に仕切っ て、 半分

 ずつ堆肥を使う 。

◦ 上の方をと り 出し て、 下の方

の堆肥になっ ている所を使う 。

☆堆肥と し て使わなく ても OK！生ごみは分解し て消えていきます！

キエーロを使う

500〜

800g

生ごみをふた付き 器に

入れると虫がきにくい

３ 〜4日分ためてOK

かくすると

分 が早いよ

ためておいた生ゴミを
埋める場 を え

ながら入れる
スコップで生ごみと
土をよく ぜて、
水も し入れると

良いよ



傷んだ野菜や果物、 火を通し た野菜、 魚の内臓、 生 肉 ・ 脂、
パン、 麺類、 煮汁、 味噌汁、 カ レーなどの残り 物、

傷んだ弁当や残飯、 揚げ油など廃食油、 お菓子 、 ジャ ム、
バタ ー、 ヨ ーグルト 、 残っ た揚げ物、 も みがら 、 米ぬか

好き なも の
(分解が早い)

刻んだ野菜く ず、 じ ゃ がいも などの野菜の皮 、 り んごなど
の果物の皮 、 火を通し た魚や肉 、 固まっ たご飯・ 麺類、

お茶がら ・ コ ーヒ ーかす、 海老の殻

玉ねぎの皮 、 キャ ベツなど野菜の芯、 かんき つ類の皮
ト ウモロコ シの芯、 枝豆のさ や、 スイ カ の皮 、
生の根菜類、 昆布、 魚の大き な頭や小 骨 、
卵の殻、 カ ニの殻

苦手なも の
(分解が遅い)

鳥の骨 、 タ ケノ コ やと う も ろ こ し の皮 、 落花生の殻、
栗の皮 、 梅干 し の種、 アボカ ド 、 桃などの大き な種、

アサリ やカ キの貝殻類、 魚の大き な骨

嫌いなも の
(分解し ない)

キエーロの好きなも の・ 嫌いなも の

い
つ

か消えてなく なるもの
と

い
つ

ま
で

も なく なら ないも のがあ
り

ま
す



キエーロ 

虫や臭いが出たら 時は

・ 土を20〜25㎝掘っ て埋める。

・ 生ゴミ と 土をよく かき ませる。

・ 必ずかわいた土をかぶせる。

・ かわかし たコ ーヒ ーのカ スをまく 。

アリ が来てし まっ たら

・ アリ やダン ゴムシは有機物を 分解し て

く れる生き 物。 そのまま、 見守る。

・ スコ ッ プでキエーロ の外へ出す。

・ どう し ても 嫌なら 熱湯をかけて駆除。

生ゴミ がなかなか消えない

・ １ 度に埋める量が多いのかも 。

　 500〜800gく ら いが適量。

・ 生ゴミ を細かく し て埋める。

・ 土と よ〜く かき混ぜる。

・ 水分が少ないと 分解が進みにく い。 ゴミ を 入れたら 、

ゴミ 容器を水ですすいで、 その水も 入れてみて。

冬は分解スピード が遅いけど…

・ 埋めるゴミ の量を少なめにする。

・ 台所でためて容器の中で一次発酵さ せる。

・ 温度が下がる と 微生物が活動がゆっ く り にな る の

で、 米ぬか、 食用の廃油を入れて土の温度を上げる。

・ カ ロリ ーの高いも の（ 脂、 魚の内臓） など入れる。

マニュ アル通り やっ ても 、 ど う にも 解決し ない

時や、 わから ない事があっ たら ？

・ 微生物が活発になる季節に、 また始めてみる。

・ 鋸南ゼロウェ スト を目指す会に相談し てく ださ い。

    Eメ ール　 　 zero.kyonan@ gmai l .com



キエーロの作り 方
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※木表を表面にする。

※底はなし。

庭や畑の土の上に直に置くタイプです。

ベランダやデッキなどに置く場合はを底を作って使用。

大きさ 、形は自由に変えてもOKです！

本体
手順

①

②

③

板

角
材

３０×１２０×１０００　 7枚

３０×１２０×５００　 　 6枚

３０×４０×４８０　 2本

３０×４０×３６０　 2本

屋根
手順

④

⑤

⑥

板

波
板

３０×４０×９６０　 ３本

３０×４０×５８０　 ２本

６６０×６５０　 　 2枚

（透明ポリカ）

木

他

３. ８×５０　 ２８本

３. ８×６５　 ２４本

３. ８×５０　 ３本

ストッパー用

２００くらいの角材

３. ８×６５　 １２本

蝶つがい　 ２個

ステンレス傘釘

（３８）　 １８個

材料　 単位㎜



作り 方の手順

①表側を下にして、えんぴつで印を

つけ、角材を置いてビスで止める。

②同様に３枚の板を角材にビスで

止める。

③ ①と②と直角になるように置き、

ビスで止める。

30

40

縦長に使う。

④ 屋根のわくを角材で

組み立てビスで止める。

⑤ 透明波板（ポリカ）を傘くぎで取り付け

る。 屋根枠の上に真ん中で重ねて左右の

波板がはみ出るようにのせる。

重ねる波板のカーブの山の所に傘くぎを打つ。

※傘をつぶさ ないように！

※スポンジはとらない。

⑥蝶つがい、屋根のストッパーをつける。


